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予算特別委員会を議場で開催（出席委員はマスク着用の上、距離を取って着席）

宝塚市議会から皆さまへ
　この度の新型コロナウイルス感染症により、お亡くなりになられた方
々に、心からお悔やみ申し上げます。また、最前線で立ち向かっておら
れる皆さまには、心から感謝申し上げます。
　宝塚市議会におきましても、宝塚市議会危機対策支援本部を立ち上げ、
「議会をクラスターにしない」「議会から、議員・職員・市民の方を感
染者にしない」という方針で議会の運営に取り組んでまいりました。
　各常任委員会では運営の効率化に努め、また、予算特別委員会におい
ては質疑を文書で行うとともに、総括質疑を議場で行いました。議場で
は、距離を取り、全員マスクを着用して、市当局の出席者を最小限にす
るために通告制で行うなど、全員一致団結して取り組みました。
　今後も終息するまでは油断せず、さらに感染の拡大を防ぐため、取り
組んでまいります。
　日本赤十字社は、新型コロナウイルスには「３つの“感染症”」とい
う顔があると指摘しています。①病気そのもの②不安と恐れ③嫌悪・偏
見・差別です。不安や恐れは、身を守るために必要な感情ですが、冷静
な対応ができなくなることもあります。「不安と恐れ」を防ぐために、
一人一人が「気づく力」「聴く力」「自分を支える力」を高めることを
訴えています。
　一日も早い終息を強く祈りながら、市民を支え、行政を支える議員と
して、また議会として頑張ってまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宝塚市議会議長　中野　正
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令和２年度（2020年度）
一般会計・特別会計 予算案を可決

３
月
定
例
会
の
初
日
（
２
月

14
日
）
に
市
長
か
ら
令
和
２
年

度
宝
塚
市
一
般
会
計
予
算
お
よ

び
14
件
の
特
別
会
計
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
の

上
、
３
月
定
例
会
の
最
終
日

（
３
月
26
日
）
の
本
会
議
に
お

い
て
、
全
て
の
予
算
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

（
令
和
２
年
２
月
27
日
設
置
）

後
列
右
か
ら
、
伊
庭　

聡
、

三
宅
浩
二
、
山
本
敬
子
、

大
島
淡
紅
子
、
川
口　

潤
、

石
倉
加
代
子
、
北
野
聡
子
、

藤
岡
和
枝
、
く
わ
は
ら
健
三
郎
、

と
な
き
正
勝

前
列
右
か
ら
、
◎
岩
佐
ま
さ
し
、

○
田
中
こ
う
の
各
委
員

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

新
年
度
予
算
案
と
財
政
状
況

一
般
会
計
は
、
予
算
規
模
が

７
９
１
億
４
千
万
円
。
前
年
度

比
で
２
億
８
千
万
円
（
０
・
４

％
）
の
減
。
特
別
会
計
（
14
件
）

に
つ
い
て
は
、
予
算
規
模
の
合

計
額
が
４
９
８
億
５
百
万
円
余
。

前
年
度
比
で
17
億
７
千
４
百
万

円
余
（
３
・
７
％
）
の
増
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入

で
は
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
の
市
税
の
伸
び
は
見
込
め

ず
、
財
源
の
確
保
が
難
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実
や
高
齢
化

社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
る
社
会

保
障
関
連
経
費
の
増
加
、
新
ご

み
処
理
施
設
な
ど
の
建
替
更
新

や
公
共
施
設
の
老
朽
改
修
な
ど
、

財
政
需
要
を
押
し
上
げ
る
諸
要

因
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
す
。

令
和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
約

５
・
５
億
円
の
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
委
員
会
審
査

の
方
法
を
変
更

本
来
で
あ
れ
ば
５
日
間
を
か

け
て
審
査
を
行
う
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
多
数
の
職
員
が
密
集
す

る
委
員
会
室
で
の
審
査
を
避
け
、

文
書
に
よ
る
質
疑
に
よ
っ
て
不

明
な
点
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
17
日
に
、
本
会

議
場
に
お
い
て
広
い
空
間
を
確

保
し
、
答
弁
す
る
職
員
を
限
定

し
て
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
の
結
果

一
般
会
計
予
算
お
よ
び
特
別

会
計
予
算
の
全
て
を
全
員
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
予
算
に
対

す
る
附
帯
決
議
案
を
全
員
一
致

で
可
決
し
、
議
会
の
意
思
を
示

し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
令
和
２
年
度
宝
塚

市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附

帯
決
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
）
の
影

響
を
受
け
政
府
は
歴
史
的
緊
急

事
態
に
指
定
す
る
な
ど
国
を
あ

げ
て
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
影

響
は
世
界
経
済
に
も
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
お
り
、
２
０

０
８
年
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
金
融

危
機
を
も
凌
ぐ
影
響
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
市
内
事
業

者
が
受
け
て
い
る
経
済
損
失
は

非
常
に
大
き
な
も
の
と
予
想
さ

れ
、
一
刻
も
早
い
対
応
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
は
数

年
来
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
あ
り
、
３
月
に
策
定
さ
れ
た

財
政
見
通
し
で
は
財
政
調
整
基

金
の
さ
ら
な
る
取
り
崩
し
や
行

革
取
組
後
で
も
今
後
５
カ
年
の

収
支
不
足
額
を
37
・
７
億
円
と

見
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
流
動
的

か
つ
不
透
明
で
あ
り
、
本
市
の

歳
入
の
減
少
、
対
応
策
と
し
て

予
期
せ
ぬ
歳
出
な
ど
に
よ
り
、

さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
す
べ
て

の
事
業
に
つ
い
て
そ
の
緊
急
性
、

重
要
性
を
精
査
・
検
証
し
、
不

急
な
事
業
の
見
直
し
等
を
行
う

な
ど
慎
重
な
予
算
執
行
を
求
め

る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
効
果

的
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
経
験
を
基
に

感
染
症
等
へ
の
危
機
管
理
体
制

の
見
直
し
と
必
要
な
環
境
整
備

を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
市
民

生
活
を
担
保
す
る
体
制
の
構
築

を
強
く
求
め
る
。

以
上
決
議
す
る
。

主
な
総
括
質
疑

問　

財
政
調
整
基
金
の
と
り

く
ず
し
が
続
い
て
い
る
。
当
初

予
算
で
も
６
億
円
強
の
と
り
く

ず
し
を
計
上
し
て
い
る
が
、
市

の
見
解
は
。

答　

切
り
詰
め
た
ぎ
り
ぎ
り

の
予
算
編
成
。
財
政
調
整
基
金

の
状
況
か
ら
、
５
年
後
は
予
算

を
組
む
の
も
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
行
財
政
改
革

や
業
務
見
直
し
な
ど
、
可
能
な

限
り
迅
速
に
手
を
打
っ
て
い
く
。

令
和
２
年
度
、
３
年
度
が
市
の

正
念
場
と
覚
悟
し
て
い
る
。

問　

財
政
見
通
し
で
令
和
２

年
３
月
時
点
と
昨
年
10
月
時
点

を
比
較
す
る
と
、
収
支
不
足
額

が
24
・
２
億
円
急
増
。
理
由
は
。

答　

対
象
の
５
年
間
で
税
制

改
正
や
固
定
資
産
税
の
評
価
替

え
の
回
数
増
、
地
方
譲
与
税
交

付
金
の
減
額
に
よ
り
歳
入
が
減
。

一
方
、
病
院
事
業
会
計
へ
の
支

出
、
高
齢
者
人
口
増
に
よ
る
介

護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
へ
の
繰
出
金
増
が
要
因
。

問　

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
を
控
え
、
手
塚
治
虫

記
念
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
過

去
に
地
域
住
民
と
の
協
働
の
話

も
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

以
前
は
地
域
と
の
協
働

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
時
期

も
あ
っ
た
が
、
近
年
、
同
記
念

館
は
、
観
光
施
設
と
し
て
の
性

格
を
強
め
て
き
た
思
い
も
あ
る
。

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

と
の
協
働
を
大
事
に
し
て
お
り
、

地
域
に
親
し
ま
れ
る
事
業
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

令
和
２
年
度
で
米
飯
自

校
炊
飯
が
全
校
で
実
施
と
な
る
。

今
後
の
食
育
の
取
り
組
み
は
。

答　

献
立
の
多
様
性
が
発
揮

で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
地
場
産
食
材

の
使
用
等
、
充
実
に
努
め
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
の
主
な
質
疑

問　

介
護
施
設
で
ク
ラ
ス
タ

ー
が
起
こ
っ
た
際
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
介
護
難
民
対
策
は
。

答　

施
設
が
閉
鎖
さ
れ
る
と

別
の
通
所
施
設
や
訪
問
サ
ー
ビ

ス
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
市
と
し
て
も
関
係
機
関

等
と
対
応
を
協
議
し
な
が
ら
サ

ー
ビ
ス
が
十
分
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

問　

市
内
事
業
者
の
収
入
が

減
る
こ
と
で
倒
産
の
可
能
性
も

あ
る
。
市
と
し
て
の
援
助
策
は
。

答　

国
・
県
が
緊
急
に
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
等

を
創
設
し
て
お
り
、
市
が
そ
の

認
定
業
務
を
担
う
。
事
務
を
速

や
か
に
行
う
こ
と
で
市
内
事
業

者
の
資
金
繰
り
が
安
定
す
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
疑
項
目

・
職
員
研
修
に
対
す
る
意
識

・
総
合
計
画
と
各
計
画
の
整
合

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点

・
医
療
費
の
適
正
化　

な
ど

各会計別歳入歳出予算額の概要 （単位：千円）および審議結果

会　　計　　別 令和2年度
予算額

令和元年度
予算額 増減額 増減比

（％） 審議結果

一 般 会 計（Ａ） 79,140,000 79,420,000 △ 280,000 △ 0.4 可決（全員一致）
特 別 会 計（Ｂ） 49,805,374 48,031,135 1,774,239 3.7 －

国民健康保険事業費 22,119,300 22,061,100 58,200 0.3 可決（全員一致）
国民健康保険診療施設費 107,200 106,800 400 0.4 可決（全員一致）
農業共済事業費（※） － 216,500 △ 216,500 皆減 －
介護保険事業費 22,708,400 21,047,300 1,661,100 7.9 可決（全員一致）
後期高齢者医療事業費 4,443,400 4,244,400 199,000 4.7 可決（全員一致）
財産区（９件） 207,674 150,735 56,939 37.8 可決（全員一致）
宝塚市営霊園事業費 219,400 204,300 15,100 7.4 可決（全員一致）

計（Ａ+Ｂ） 128,945,374 127,451,135 1,494,239 1.2 －
※ 組織体制の見直しにより、令和 2 年 4 月 1 日から本市の農業共済事業が兵庫県農業共済組合

へ引き継がれることに伴い、令和元年度末で特別会計農業共済事業費は廃止されました。

市税　45.0%
355億9,798万9千円

国庫支出金　17.0%
134億1,729万6千円

県支出金　7.4％
58億4,104万5千円

地方交付税　5.5％
43億5,900万円

地方消費税交付金　5.8％
45億5,000万円

使用料及び手数料　2.7％
20億9,663万2千円

分担金及び負担金　0.9％
7億3,478万7千円

繰入金　1.6％
12億6,890万5千円 寄附金　0.9％

6億7,640万2千円

地方譲与税　0.5％
4億2,999万9千円

その他　1.9％
16億1,736万6千円

市債　8.0%
63億4,631万1千円

歳　入
791億4千万円

諸収入　2.8％
22億426万8千円

歳　出
791億4千万円

総務費　10.0％
78億9,593万7千円

教育費　9.9％
78億6, 582万5千円

公債費　9.5％
75億4,101万円

土木費　8.9％
70億4,233万6千円

商工費　0.6％
4億3,538万5千円

その他　0.7％
5億9,821万4千円

消防費　3.3％
26億878万3千円

議会費　0.6％
5億413万7千円

民生費　47.2％
373億2,007万円

衛生費　9.3％
73億2,830万3千円

一般会計  歳入歳出予算の款別構成比
予算特別委員会を議場で開催

宝塚文化芸術センター庭園

※財政調整基金（＝財政調整積立金）
　地方公共団体において年度間の財源の不均衡を調整するための積立金のこと。健全な
財政運営のための「貯金」と言える。社会情勢や経済状況の変動等による収入減、災害
等による予期せぬ支出を埋めるとき、緊急性の高い大規模事業の経費等に充てられる。

舗装整備が進む花のみち
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施

方
政

針

１
年
間
の
市
政
運
営
に
関
す

る
設
計
図
で
、
基
本
方
針
と
主

要
な
施
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
長
か
ら
３
月
定
例
会
で

示
さ
れ
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
て

令
和
２
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

�　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
25

年
。
教
訓
を
生
か
し
、
行
政
の

役
割
を
果
た
す
不
断
の
努
力
を

重
ね
て
い
く
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針
（
抜
粋
）

１　

 

命
と
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち

づ
く
り

災
害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
庁
内
や
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
を
円
滑
に

す
る
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
。

２　

 

宝
塚
文
化
の
魅
力
継
承
・

創
造
・
発
信

中
心
市
街
地
エ
リ
ア
一
帯
で
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
方
を
迎
え
、

宝
塚
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
、
文
化
芸
術
都
市
・

宝
塚
市
の
新
し
い
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
。

３　

 

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
な
ど
、

環
境
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
、

市
民
と
の
協
働
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
と
認
識
し
た
上
で
、

令
和
３
年
度
以
降
の
行
財
政
運

営
の
方
針
を
策
定
す
る
。

主
要
な
施
策
（
抜
粋
）

１　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

・
見
直
し
後
の
「
地
域
ご
と
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
第
６

次
宝
塚
市
総
合
計
画
に
位
置

付
け
、
地
域
自
治
を
推
進

・
旧
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
新
た
に
宝
塚
市
役

所
西
谷
庁
舎
と
し
て
業
務
を

開
始

・
総
合
窓
口
化
に
つ
い
て
、

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を

開
設

２　

安
全
・
都
市
基
盤

・
一
人
ひ
と
り
の
防
災
行
動
計

　

画
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

の
作
成
等
、
自
助
の
取
り
組

み
を
広
げ
る
た
め
の
出
前
講

座
を
実
施

・
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
の
策
定
に
向
け
、
基
礎

調
査
を
実
施
、
計
画
素
案
を

作
成

・
上
水
道
に
つ
い
て
、
老
朽
化

し
た
管
路
と
配
水
池
・
加
圧

所
の
耐
震
化
を
実
施

３　

健
康
・
福
祉

・
安
心
し
て
在
宅
療
養
が
始
め

ら
れ
る
よ
う
、
各
事
情
に
適

し
た
相
談
先
や
事
例
等
を
紹

介
す
る
冊
子
を
作
成

・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
包

括
的
に
切
れ
目
な
く
支
援
す

る
仕
組
み
の
充
実

・
市
立
病
院
に
お
い
て
、
経
費

削
減
や
入
院
単
価
引
き
上
げ

等
の
収
益
向
上
策
を
実
施

４　

教
育
・
子
ど
も
・
人
権

・
中
山
桜
台
小
学
校
と
中
山
五

月
台
小
学
校
の
学
校
統
合
計

画
に
基
づ
き
、
整
備
を
実
施

・
授
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
国
の

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
実
施

・
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵

守
状
況
を
把
握
し
、
部
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
直

し
を
実
施

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
、
切
れ
目

な
く
つ
な
ぐ
体
制
を
推
進

５　

環
境

・
「
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
た
か

ら
づ
か
」
を
引
き
続
き
実
施

・
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
設
備
導
入

可
能
性
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
、
関
係

団
体
と
の
協
議
の
場
を
設
定

６　

観
光
・
文
化
・
産
業

・
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
や
宝
塚
ホ
テ
ル
の

新
築
移
転
に
伴
い
、
周
辺
の

商
業
施
設
等
と
連
携
し
て
回

遊
性
を
高
め
、
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

・
２
期
に
わ
た
る
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
を
終
え
た
手
塚
治
虫

記
念
館
に
つ
い
て
、
広
く
国

内
外
へ
発
信

た
か
ら
づ
か

　
　
　
　
真
政
会
５面上

◆
市
立
病
院
の
経
営
改
善

◆
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

公
明
党
議
員
団

６面上

◆
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営

◆
総
合
窓
口
化
の
推
進
と
し
て

の
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
開
設

◆
防
災
行
政
無
線
の
適
切
運
用

◆
産
後
ケ
ア
事
業

◆
学
校
・
園
の
統
廃
合
計
画

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚
６面下

◆
宝
塚
文
化
の
魅
力
継
承
・
創

造
・
発
信

◆
公
共
施
設
保
有
量
最
適
化
方

針
に
基
づ
く
取
り
組
み

◆
市
立
病
院

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

◆
男
女
共
同
参
画

◆
駅
前
商
業
地
域
の
課
題
等

　代表質問は、市長の施政方針や予算の内容に
ついて、市議会がその内容や考え方等を確認し、
市政運営について問いただすものです。
　本定例会では、 2 月26日、27日の 2 日間、各
会派を代表する 6 名の議員が質問を行いました。

代 表 質 問令
和
安
全
・

　
　
　
維
新
の
会

◆
不
可
欠
で
待
っ
た
な
し
の
市

立
病
院

◆
中
山
五
月
台
小
学
校

◆
低
地
帯
の
浸
水
対
策

◆
焼
却
炉
付
近
の
環
境
整
備

◆
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
財
政
調
整
基
金

５面下

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団

◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
教
師
の
変
形
労
働
時
間
制

◆
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

◆
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
助

成
◆
公
共
施
設
保
有
量
最
適
化
方

針
◆
西
谷
地
域
の
活
性
化

◆
市
営
霊
園
で
の
樹
木
葬

７面上

社
会
民
主
党

　
　
　
　
議
員
会

◆
事
業
所
へ
の
人
権
啓
発
活
動

◆
外
国
人
労
働
者
へ
の
支
援

◆
職
員
の
適
正
配
置
に
向
け
て

◆
実
態
に
即
し
た
採
用
計
画

◆
市
立
幼
稚
園
の
３
年
保
育 ７面下
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【
市
立
病
院
の
経
営
改
善
】

問　

本
市
に
と
っ
て
一
番
大

き
な
喫
緊
の
課
題
は
病
院
の
経

営
改
善
。
病
院
だ
け
で
何
と
か

で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

市
長
部
局
側
の
役
割
と
責
任
は
。

答　

ま
ず
は
病
院
が
経
営
改

善
を
図
る
こ
と
が
法
の
趣
旨
だ

が
、
市
も
一
緒
に
議
論
し
、
経

営
改
善
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

施
設
の
建
て
替
え
も
視
野
に
、

規
模
や
医
療
機
能
等
の
在
り
方

を
病
院
側
と
十
分
協
議
し
、
方

向
性
を
決
定
し
た
い
。

問　

ど
う
い
う
方
向
で
経
営

改
善
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

当
面
は
増
収
増
益
の
方

向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

そ
の
取
り
組
み
と
は
。

答　

今
ま
で
総
額
で
考
え
て

い
た
が
、
各
診
療
科
に
収
益
の

目
標
設
定
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
、

経
営
状
況
を
日
々
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
が
市
長
部
局
の
役
割
。
Ｋ

Ｐ
Ｉ
の
達
成
に
努
め
る
の
が
病

院
側
の
責
任
。
議
会
に
そ
の
状

況
を
報
告
す
る
流
れ
を
こ
の
１

年
で
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

経
営
改
革
の
着
実
な
執

行
や
経
営
状
況
の
総
合
的
な
検

証
が
必
要
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
も
含
め
、

検
討
を
進
め
た
い
。

【
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
】

問　

２
年
連
続
で
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
。
昨

年
10
月
時
点
の
財
政
見
通
し
で

は
、
行
革
の
効
果
を
入
れ
て
も
、

13
・
54
億
円
の
財
源
不
足
。
同

基
金
を
維
持
し
て
い
け
る
の
か
。

答　

財
政
調
整
基
金
は
標
準

財
政
規
模
の
10
％
が
目
安
。
本

年
度
末
の
目
標
値
の
43
億
円
は

維
持
で
き
る
見
込
み
だ
が
、
来

年
度
末
は
大
変
厳
し
い
状
況
。

問　

社
会
情
勢
に
あ
わ
せ
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
も
変
化
が
必
要
。

２
０
４
０
年
に
向
け
て
社
会
情

勢
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

人
口
減
少
及
び
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
よ
る
、
社
会
保

障
費
の
増
大
や
働
き
手
の
減
少

を
懸
念
。
未
経
験
の
社
会
構
造

の
変
化
が
進
行
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
介
護
や
福
祉

の
課
題
は
ど
う
変
化
す
る
か
。

答　

年
齢
と
と
も
に
課
題
は

変
化
し
、
多
様
化
、
複
雑
化
が

進
む
。
現
制
度
で
は
対
応
困
難
。

問　

複
雑
な
課
題
に
ど
う
対

応
策
を
変
化
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

地
域
や
事
業
者
、
行
政

が
今
以
上
に
連
携
し
て
、
支
援

も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

問　

そ
こ
で
最
も
大
事
な
の

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
。

今
後
の
行
革
で
重
要
に
な
っ
て

く
る
の
は
お
金
以
上
に
人
。
市

は
ど
ん
な
人
材
を
求
め
る
の
か
。

答　

制
度
を
熟
知
し
、
経
験

も
あ
る
人
材
。
地
域
の
資
源
等

を
把
握
し
、
地
域
で
人
材
を
育

成
で
き
る
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー

な
人
材
が
理
想
的
と
考
え
る
。

意
見　

今
後
は
人
口
の
絶
対

数
が
減
少
し
、
専
門
職
を
確
保

し
に
く
く
な
る
。
少
な
い
人
員

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

組
織
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

て
い
く
の
か
が
重
要
に
な
る
。

【
不
可
欠
で
待
っ
た
な
し
の
市

立
病
院
】

問　

市
立
病
院
の
８
つ
の
戦

略
の
進
捗
状
況
は
。

答　

経
営
状
況
を
改
善
し
、

持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
継
続

を
目
的
に
昨
年
10
月
か
ら
開
始
。

人
員
配
置
の
適
正
化
、
ス
ム
ー

ズ
な
入
院
と
退
院
、
患
者
満
足

度
の
向
上
、
急
性
期
医
療
の
推

進
な
ど
の
取
り
組
み
に
着
手
し

た
。
８
つ
の
戦
略
を
は
じ
め
収

益
増
収
策
や
費
用
削
減
策
を
不

退
転
の
覚
悟
で
推
進
し
、
早
期

の
経
営
改
善
を
実
現
す
る
。

意
見　

人
件
費
の
問
題
な
ど

は
病
院
だ
け
で
は
判
断
で
き
な

い
。
市
長
部
局
と
市
立
病
院
が

議
論
を
尽
く
し
て
乗
り
切
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。

【
中
山
五
月
台
小
学
校
】

問　

ス
ポ
ー
ツ
21
の
活
動
が

熱
心
な
地
域
で
、
地
域
と
学
校

が
作
っ
た
学
校
農
園
も
あ
る
。

地
域
の
方
と
協
力
し
て
管
理
し

て
い
く
中
で
、
小
学
校
統
合
の

次
の
課
題
で
あ
る
中
学
校
の
建

て
替
え
に
向
け
、
対
応
で
き
る

施
設
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
。

答　

地
域
の
意
見
を
十
分
に

聴
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

【
低
地
帯
の
浸
水
対
策
】

問　

市
の
認
識
と
対
応
策
は
。

答　

向
月
町
・
鶴
の
荘
地
域

は
、
県
が
来
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
、
第
一
小
浜
橋
付
近
を

改
修
し
て
お
り
、
排
水
機
能
の

向
上
に
よ
る
被
害
軽
減
を
期
待
。

問　

根
本
的
解
決
に
は
国
道

１
７
６
号
下
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
付
近
の
河
床
も
下
げ
る

必
要
が
あ
る
。
県
へ
要
望
を
。

答　

工
事
と
し
て
は
下
流
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
前
倒
し
で

で
き
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。

【
焼
却
炉
付
近
の
環
境
整
備
】

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周

辺
自
治
会
と
合
意
し
た
内
容
の

う
ち
、
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
内

の
図
書
館
分
室
の
整
備
進
捗
は
。

答　

令
和
２
年
10
月
開
館
を

目
指
し
て
お
り
、
週
３
日
の
開

室
、
新
刊
図
書
の
重
点
配
架
や

専
任
職
員
の
配
置
を
し
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

【
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
】

問　

公
共
施
設
保
有
量
最
適

化
方
針
で
は
、
建
物
そ
の
も
の

は
解
体
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
す

る
か
は
記
載
が
無
く
、
全
面
的

に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
歯
科

医
師
会
は
こ
の
事
業
が
無
く
な

る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

機
能
移
転
し
て
行
う
。

意
見　

し
っ
か
り
と
説
明
を

し
、
信
頼
関
係
の
確
立
を
。

【
財
政
調
整
基
金
】

問　

令
和
元
年
に
12
億
円
強
、

令
和
２
年
の
予
算
ベ
ー
ス
で
は

６
・
５
億
円
を
取
り
崩
し
、
急

激
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
、
異

常
な
事
態
。
こ
の
原
因
は
。

答　

歳
入
で
は
地
方
交
付
税

等
の
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
。
歳
出
で
は
都
市
計
画

税
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
人
件

費
の
増
、
市
立
病
院
へ
の
補
助

金
等
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。

喫緊の課題は病院の経営改善
市も協力して改善策を探る

たからづか真政会
大川　裕之

大変厳しい財政状況だが
財政需要が山積している

令和安全・維新の会
北山　照昭
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【
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
】

問　

令
和
３
年
度
以
降
の
行

財
政
運
営
の
方
針
策
定
に
当
た

り
、
10
年
前
と
令
和
２
年
度
の

予
算
規
模
、
市
債
残
高
等
を
比

較
し
中
川
市
政
の
総
括
を
。

答　

一
般
会
計
当
初
予
算
は

社
会
保
障
関
連
経
費
等
の
増
加

に
よ
り
１
１
７
・
４
億
円
増
、

市
債
残
高
69
・
２
億
円
減
、
基

金
残
高
34
・
３
億
円
減
、
実
質

公
債
比
率
５
・
５
ポ
イ
ン
ト
改

善
、
財
政
力
指
数
、
実
質
収
支

比
率
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
、
経
常

収
支
比
率
は
同
数
で
あ
る
。　

【
総
合
窓
口
化
の
推
進
と
し
て

の
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
開
設
】

問　

開
設
時
期
と
内
容
は
。

答　

２
０
２
１
年
１
月
運
用

開
始
予
定
。
諸
手
続
き
を
１
カ

所
で
説
明
し
、
氏
名
な
ど
共
通

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
一

括
作
成
し
、
遺
族
の
不
安
や
負

担
の
軽
減
を
図
る
。
ま
た
、
自

宅
パ
ソ
コ
ン
等
で
今
後
の
手
続

き
全
体
を
把
握
で
き
る
仕
組
み

を
整
備
す
る
。

【
防
災
行
政
無
線
の
適
切
運
用
】

問　

本
格
稼
働
す
る
45
カ
所

の
場
所
と
具
体
的
内
容
は
。

答　

北
部
は
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
、
自
治
会
館
な
ど
13
カ

所
、
南
部
は
市
役
所
、
学
校
、

公
園
な
ど
32
カ
所
に
整
備
し
市

域
を
カ
バ
ー
す
る
。
操
作
す
る

職
員
は
第
３
級
陸
上
特
殊
無
線

技
士
の
資
格
を
取
得
し
、
災
害

時
で
も
落
ち
着
い
て
放
送
で
き

る
よ
う
訓
練
放
送
を
重
ね
る
。

屋
外
独
立
柱
に
整
備
し
た
ス
ピ

ー
カ
ー
で
自
治
会
等
か
ら
も
発

信
で
き
る
よ
う
共
助
の
体
制
で

運
用
し
、
地
域
に
特
化
し
た
効

果
的
な
緊
急
情
報
の
発
信
が
可

能
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
。　

【
産
後
ケ
ア
事
業
】

問　

事
業
内
容
は
。

答　

本
年
10
月
に
開
始
予
定
。

助
産
師
や
看
護
師
が
、
医
療
機

関
や
自
宅
に
お
い
て
産
後
の
母

親
に
授
乳
方
法
等
の
助
言
、
乳

児
へ
の
沐
浴
な
ど
を
提
供
す
る
。

利
用
回
数
は
通
所
型
と
訪
問
型

合
わ
せ
て
上
限
は
８
回
。
１
回

当
た
り
８
千
円
を
市
が
負
担
し
、

母
親
の
孤
立
や
産
後
鬱
を
予
防

し
、
安
心
し
て
出
産
や
育
児
に

臨
め
る
仕
組
み
の
充
実
を
図
る
。

問　

自
己
負
担
は
。

答　

利
用
者
負
担
は
２
千
円
。

【
学
校
・
園
の
統
廃
合
計
画
】

問　

20
年
後
の
児
童
・
生
徒

数
の
推
計
は
。

答　

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
将
来
の
地
域
別

男
女
５
歳
階
級
別
人
口
に
よ
る

宝
塚
市
の
５
歳
か
ら
14
歳
人
口

は
、
２
０
２
０
年
は
１
万
８
８

５
６
人
だ
が
２
０
４
０
年
は
１

万
２
９
８
１
人
と
、
５
８
７
５

人
、
30
％
以
上
減
少
す
る
。

意
見　

子
ど
も
の
人
口
が
減

る
の
に
、
昭
和
50
年
代
に
造
ら

れ
た
学
校
を
維
持
す
る
の
は
無

理
が
あ
る
。
減
少
に
見
合
っ
た

統
廃
合
を
考
え
る
意
識
を
持
ち
、

教
育
委
員
会
は
政
策
部
門
と
協

議
し
公
共
施
設
の
最
適
化
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

【
宝
塚
文
化
の
魅
力
継
承
・
創

造
・
発
信
】

問　

「
文
化
芸
術
都
市
」
を

謳
う
覚
悟
を
問
う
。

答　

本
市
の
文
化
芸
術
が
培

わ
れ
て
き
た
歴
史
と
資
源
を
継

承
、
市
民
と
と
も
に
そ
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
文
化
芸
術
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

【
公
共
施
設
保
有
量
最
適
化
方

針
に
基
づ
く
取
り
組
み
】

問　

ナ
チ
ュ
ー
ル
ス
パ
は
湯

の
ま
ち
宝
塚
を
象
徴
し
、
年
間

18
万
人
が
利
用
。
民
間
売
却
に

つ
い
て
は
総
合
的
に
判
断
を
。

答　

温
泉
文
化
を
残
し
た
い

が
、
市
と
し
て
最
適
か
ど
う
か
、

総
合
的
な
視
点
で
決
定
し
た
い
。

【
市
立
病
院
】

問　

２
０
１
８
年
度
決
算
は

５
億
８
９
０
０
万
円
と
４
年
連

続
赤
字
。
他
会
計
か
ら
の
長
期

貸
付
が
19
億
５
千
万
円
。
経
営

状
況
は
。

答　

本
年
度
は
経
営
改
善
の

た
め
の
８
つ
の
戦
略
を
作
成
し

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

前
年
度
比
で
約
10
億
円
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
費
用
も

増
加
し
、
最
終
５
億
円
を
超
え

る
赤
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
】

問　

近
隣
市
で
は
既
に
３
人

に
１
台
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
が

あ
る
が
、
本
市
は
来
年
で
４
人

に
１
台
。
ど
う
追
い
付
く
の
か
。

答　

２
０
２
３
年
度
に
は
１

人
１
台
が
確
実
に
構
築
で
き
る

よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問　

本
市
の
児
童
生
徒
が
不

利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
本
気
で

財
源
措
置
を
。
考
え
は
。

答　

国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

合
う
よ
う
予
算
措
置
を
し
、
良

い
学
習
環
境
を
実
現
し
て
い
く
。

【
男
女
共
同
参
画
】

問　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
が
世
界
１
５
３
カ
国
中
、

１
２
１
位
と
先
進
国
で
最
低
の

格
差
ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
市
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

答　

審
議
会
等
へ
の
女
性
の

参
画
率
は
全
国
的
に
も
高
い
。

市
の
施
策
は
男
女
共
同
参
画
の

推
進
を
意
識
。
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
で
は
若
い
世
代
へ
の

働
き
か
け
を
進
め
て
い
く
。

【
駅
前
商
業
地
域
の
課
題
等
】

問　

サ
ン
ビ
オ
ラ
、
ア
ピ
ア

は
空
き
床
が
増
え
厳
し
い
状
況
。

商
業
者
か
ら
時
代
に
合
っ
た
環

境
を
望
む
声
も
聞
く
。
対
応
は
。

答　

空
き
店
舗
解
消
や
駅
前

商
業
施
設
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
対

す
る
補
助
を
継
続
的
に
行
い
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
店
舗

同
士
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
づ
く
り

や
機
運
の
醸
成
等
、
行
政
で
し

か
で
き
な
い
支
援
を
進
め
る
。

問　

駅
か
ら
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
周
辺
ま
で
の
一
帯
を
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
視
点
が

必
要
。
複
数
の
部
署
で
専
門
家

を
入
れ
て
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

中
心
市
街
地
活
性
化
が

問
題
に
な
れ
ば
、
関
係
部
署
で

検
討
の
場
を
設
け
た
い
。

意
見　

ま
ち
の
形
を
ど
こ
が

考
え
て
い
る
か
不
明
。
し
っ
か

り
議
論
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。

予算規模の増加要因は
社会保障関連経費が増加

公明党議員団
江原　和明

遅れをとるなＩＣＴ教育
良い学習環境を実現する

市民ネット宝塚
寺本　早苗
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【
国
民
健
康
保
険
税
】

問　

子
ど
も
の
均
等
割
を
減

免
す
る
自
治
体
が
全
国
的
に
増

加
し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
に

も
つ
な
が
る
が
、
本
市
は
。

答　

本
来
国
で
制
度
設
計
す

べ
き
も
の
。
引
き
続
き
全
国
市

長
会
等
を
通
じ
要
望
し
て
い
く
。

問　

生
存
権
を
脅
か
す
給
与

や
年
金
の
差
し
押
さ
え
は
や
め
、

訪
問
前
に
は
必
ず
納
税
者
と
接

触
し
、
生
活
状
況
を
確
認
す
る

べ
き
。
そ
う
い
う
状
況
判
断
が

欠
け
て
い
る
事
例
が
あ
っ
た
が
。

答　

研
修
等
で
接
遇
ス
キ
ル

を
高
め
、
納
税
者
の
実
情
に
寄

り
添
い
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

【
教
師
の
変
形
労
働
時
間
制
】

問　

あ
ら
か
じ
め
労
働
日
、

労
働
時
間
を
定
め
、
後
の
変
更

は
不
可
と
い
う
制
度
。
教
師
の

長
時
間
労
働
を
是
正
で
き
る
か
。

答　

１
年
単
位
の
変
形
労
働

制
度
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
課
題
が
あ
る
が
、
制
度
を
導

入
す
る
県
の
動
き
を
注
視
し
て

い
る
。
市
は
教
職
員
の
業
務
の

負
担
軽
減
に
取
り
組
み
、
教
師

が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

意
見　

繁
忙
期
の
勤
務
を
さ

ら
に
忙
し
く
し
労
働
者
の
合
意

な
く
長
時
間
労
働
を
強
制
す
る

制
度
。
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

【
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
】

問　

社
会
福
祉
士
等
専
門
職

の
相
談
員
を
常
勤
と
で
き
る
か
。

答　

必
要
な
専
門
職
の
正
規

職
員
の
常
時
配
置
を
検
討
す
る
。

【
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
助

成
】問　

認
知
症
予
防
の
点
か
ら
、

障
害
者
認
定
さ
れ
な
い
中
度
・

軽
度
の
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支

援
で
補
聴
器
購
入
を
助
成
す
る

自
治
体
が
増
加
。
本
市
は
。

答　

他
市
の
状
況
を
参
考
に

し
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
い
。

【
公
共
施
設
保
有
量
最
適
化
方

針
】問　

売
布
神
社
駅
前
お
よ
び

雲
雀
丘
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
蔵
人
共
同
浴
場
ほ
っ
こ
り

湯
等
を
廃
止
す
る
方
針
だ
が
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
施
設
。
方

針
を
撤
回
す
る
べ
き
で
は
。

答　

存
続
の
要
望
も
あ
る
が
、

施
設
利
用
者
や
市
民
と
十
分
協

議
を
重
ね
理
解
と
協
力
を
得
て

着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
西
谷
地
域
の
活
性
化
】

問　

市
街
化
調
整
区
域
の
土

地
利
用
規
制
に
関
す
る
許
可
手

続
の
簡
素
化
で
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
等
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
が

高
額
で
出
店
を
断
念
し
た
例
が

あ
る
。
補
助
金
等
の
検
討
を
。

答　

西
谷
地
域
で
は
最
大
百

万
円
を
助
成
す
る
空
き
店
舗
等

出
店
促
進
補
助
金
の
活
用
に
努

め
る
。
増
額
は
難
し
い
が
金
額

以
外
の
打
開
策
を
検
討
し
た
い
。

【
市
営
霊
園
で
の
樹
木
葬
】

問　

少
子
高
齢
化
で
墓
の
継

承
が
大
変
困
難
に
な
る
。
市
民

の
声
を
聞
き
本
市
で
も
実
現
を
。

答　

市
民
意
識
調
査
結
果
を

基
に
、
樹
木
葬
等
の
新
形
態
墓

所
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

【
事
業
所
へ
の
人
権
啓
発
活
動
】

問　

特
定
技
能
制
度
の
導
入

に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
増
加

に
伴
い
、
雇
用
す
る
事
業
所
も

増
加
す
る
と
思
う
が
、
過
酷
な

労
働
、
人
権
侵
害
、
労
基
法
違

反
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
る
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
へ
、

人
権
啓
発
活
動
が
必
要
で
は
。

答　

市
内
で
外
国
人
を
雇
用

す
る
事
業
所
全
て
の
把
握
は
困

難
だ
が
、
外
国
人
を
含
め
た
労

働
者
全
体
の
権
利
な
ど
、
法
令

順
守
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
る
。

問　

外
国
人
労
働
者
に
対
す

る
心
構
え
等
の
文
書
を
作
成
し
、

全
企
業
に
配
付
を
検
討
し
て
は
。

答　

そ
の
提
案
を
含
め
、
効

果
的
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

【
外
国
人
労
働
者
へ
の
支
援
】

問　

日
本
語
教
育
や
生
活
支

援
の
充
実
に
向
け
た
対
策
は
。

答　

宝
塚
市
国
際
交
流
協
会

な
ど
で
の
取
り
組
み
の
実
施
に

加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
非
営
利
団

体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業

を
新
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
。

意
見　

予
算
化
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
。

【
職
員
の
適
正
配
置
に
向
け
て
】

問　

定
員
適
正
化
計
画
等
で

は
、
令
和
２
年
度
も
職
員
増
員

の
予
定
だ
と
思
う
が
、
施
政
方

針
の
「
職
員
の
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
」
と
の
整
合
性
は
。

答　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら

の
５
年
間
で
職
員
増
員
を
図
る

と
し
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
よ
り
人
材
等
の

経
営
資
源
が
限
ら
れ
る
。
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
体

制
整
備
に
向
け
、
新
た
な
適
正

化
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

【
実
態
に
即
し
た
採
用
計
画
】

問　

部
長
要
望
と
、
実
際
の

増
員
数
が
違
い
す
ぎ
る
。
職
場

の
実
態
を
わ
か
っ
て
い
る
部
長

要
望
の
重
み
を
受
け
止
め
て
採

用
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
。

答　

毎
年
１
月
に
行
う
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
業
務
の
状

況
や
見
通
し
、
課
題
な
ど
を
確

認
し
職
員
数
を
検
討
。
今
後
は

職
員
増
だ
け
で
な
く
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

や
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検
討
す
る
な

ど
、
職
員
の
負
担
軽
減
と
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
す
。

【
市
立
幼
稚
園
の
３
年
保
育
】

問　

悲
願
だ
っ
た
市
立
幼
稚

園
の
３
年
保
育
が
２
年
目
に
突

入
。
実
施
し
て
い
る
長
尾
、
仁

川
の
両
幼
稚
園
の
応
募
状
況
は
。

答　

本
市
の
３
年
保
育
は
１

学
級
20
人
定
員
。
令
和
２
年
度

の
応
募
状
況
は
、
長
尾
幼
稚
園

が
31
人
、
仁
川
幼
稚
園
が
29
人
。

問　

両
園
と
も
待
機
児
童
が

発
生
。
ク
ラ
ス
増
設
の
検
討
は
。

答　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
よ
る
影
響
や
、
近
隣
幼

稚
園
の
閉
園
に
伴
う
園
児
の
受

入
増
を
想
定
し
た
空
き
教
室
の

確
保
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
も

う
少
し
状
況
を
見
極
め
た
い
。

意
見　

幼
稚
園
教
育
は
子
ど

も
た
ち
の
自
立
に
向
け
た
社
会

参
加
の
第
一
歩
で
あ
る
。
今
の

ま
ま
で
は
幼
稚
園
教
育
は
細
る

ば
か
り
。
存
続
に
向
け
英
断
を
。

国民健康保険税の引き下げは
全国市長会等を通じ国へ要望

日本共産党宝塚市会議員団
たぶち　静子

外国人労働者の人権擁護を
今後も支援の充実に努める

社会民主党議員会
梶川　みさお
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３月定例会では、市長から提案された議案など計56件について審議しました。
提出された議案は一部を除き、予算特別委員会と３つの常任委員会（総務・文教生活・

産業建設）に付託し、慎重に審査しました。
ここでは、各常任委員会で審査された主な議案を報告します。

3月定例会の議案審議から3月定例会の議案審議から

市が独自で行っている奨学金制度を廃止

概要　令和２年度から、国において高等教育の無償化が実施されることや、高
こ う

等
と う

学
が っ

校
こ う

等
と う

就
しゅう

学
が く

支
し

援
え ん

金
き ん

制
せ い

度
ど

が拡充されることを受けて、本市の奨学金制度を見直し、条例を廃

止するものです。

主な審議内容　奨学金条例の廃止で、困る家庭が無いのかとの問いに対して、昨年度

実績では、大学生への貸
か し

付
つ け

型
が た

奨学金利用者のうち多くの人が国の高等教育無償化の対

象となるとの答弁がありました。これを受け、大学生を対象とした国の給
きゅう

付
ふ

型
が た

奨学金

はさまざまな要件があり、制度利用のハードルが高くなるが、市の奨学金制度を無く

しても救済できるのかとの問いに対し、学校独自の奨学金や、日本学生支援機構の貸

付制度などを活用して進学は可能だと考えているとの答弁がありました。その他にも

国の無償化実施を待たずに急いで市の奨学金条例を廃止する理由、奨学金制度につい

ての市の相談体制の整備、現在市の奨学金制度を利用している人への対応、奨学基金

の活用などについて質疑がありました。

　討論では、奨学基金の有効活用について道筋が示されておらず、また対象からこぼ

れる人への保障が無く、廃止は時
じ

期
き

尚
しょう

早
そ う

で経過措置を取るべきとの反対討論や、多く

の制度利用者が国等の制度を利用できること、制度から漏れた人にも相談窓口を作り

対応することが確認でき、市の財政状況も勘案し理解したとの賛成討論がありました。

賛成多数

可決

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）
会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党

宝塚市会議員団
社会民主党

議員会
  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

宝塚市奨学金条例を廃止する条
例の制定について　 

可決（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議
長

〇 〇 × × × × × × × × × ×

※議長の裁決について　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において
　賛成・反対が同数つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。
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市営住宅入居の際の連帯保証人が不要に

概要　市営住宅の入居の際に要していた連
れ ん

帯
た い

保
ほ

証
しょう

人
に ん

を不要とするとともに、家賃を減

額している世帯などについては、住宅の明
あ

け渡
わ た

し時における畳の表
おもて

替
が

えやふすまの張

り替えの修繕義務を免除するなど、所要の整備を行うため、条例の一部を改正しよう

とするものです。

主な審議内容　近年身寄りのない単身高齢者等が増加し、保証人の確保が困難になり、

保証人を確保できないため入居できないという事態が生じないようにという趣旨で連

帯保証人制度を廃止することで市営住宅入居者に対する受け入れの間
ま

口
ぐ ち

が広がるのか。

例えば認知症の単身高齢者が入居する場合、行政の負担も増えると思うが、今後起こ

り得る問題に対し、行政の中で連携は取れているか。また、現時点での職員数で対応

は可能か。連帯保証人が無くなることで担
た ん

保
ぽ

が無くなるが担保についてどう考えてい

るか。連帯保証人の代わりに緊急連絡先を設定するのは、新規入居者だけでなく、入

居者に対しても同じ対応をするのか、などの質疑がありました。

荒地西山線の道路新設改良工事請負契約金額を変更

概要　都市計画道路荒
あ れ

地
ち

西
に し

山
や ま

線道路新設改良工事について、建設発生土の処
し ょ

分
ぶ ん

地
ち

の変

更や、仮
か

設
せ つ

工
こ う

に係る施工計画の見直しなどが必要となったことから、契約金額を変更

しようとするものです。

　〇変更後の契約金額　 5 億7,718万8,700円（5,798万8,700円の増額）

主な審議内容　事前にｐ
ペ ー

Ｈ
ハ ー

値
ち

を調査すれば処分地を変更することにならなかったと思

うが昨年12月になぜ土
ど

壌
じょう

試
し

験
け ん

を実施したのか。工事設計段階で試験実施しなかったの

はなぜか。処分地変更の費用は設計単価があって入札した結果の請
う け

負
お い

率になっている

か。地下水が出る可能性があることはわかっていたはずなのになぜ地下水が出ないと

いう前提に立った工事設計になったのか。工事に関しての地域への説明の際はどんな

意見が出たのか。工事場所の通学路の安全対策に関して、通学時間帯には警備員を配

置しているのか、などの質疑がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決
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病院事業会計への補助金、４億円を計上

■令和元年度宝塚市一般会計補正予算（第 6 号）
概要　令和元年度一般会計の歳

さ い

入
にゅう

歳
さ い

出
しゅつ

予算の総
そ う

額
が く

にそれぞれ20億2,105万 3 千円を増
ぞ う

額
が く

し、補
ほ

正
せ い

後の総額を 822 億9,425万 8 千円とするものです。

主な審議内容　ＧＩＧＡスクール構想の対応に関して、ＩＣＴ教育については全国的
に動きがある中で本市だけが実施しないというわけにはいかないが、財政負担も大き
く、教員の研修も十分に保障できるのかなど将来的に継続できるのか懸

け

念
ね ん

する。どの
ように考えているのかとの問いに対し、今後はタブレットやプログラミング教育に特
化した研修も行い、必ずどの教員も使用できる環境を整備し、人的な面、教師力も向
上させていきたい。また、児童生徒一人 1 台のタブレット端

た ん

末
ま つ

を導入した場合にかか
る年間約 2 億 2 千万円のランニングコストは、現時点での見積もりであり、さまざま
な工夫をしてコストを削減する方向で考えていきたいとの答弁がありました。
　また、病院事業会計へ 4 億円の補助金が計上されている。なぜ財政支援が必要なの
か、現在の市立病院の経営状況はどうなっているのかとの問いに対し、病院事業会計
は2020年 1 月末収

しゅう

益
え き

的
て き

収
しゅう

支
し

で 4 . 4 億円の赤字であった。小児科および外科系の医師の
退職により手術件数が伸びず、収入が予定に達しなかったことが大きな原因と思って
いる。2019年度末では 5 . 3 億円の赤字を見込んでおり、運転資金として一時借入金を
市および市中銀行から借りているが、 3 月末での残高は約20億円となる見込みである。
公営企業法では一時借入金は年度内にゼロ円とすることが原則になっており、病院事
業会計では約16億円しか支出できないため、一般会計から 4 億円の支援を行うものと
の答弁がありました。
　その他、ＮＥＴ 119 の県下の導入状況、北雲雀きずきの森緑地環境整備についての
考え、文化芸術センター・庭園整備事業の増額の可能性、退職手当組合負担金につい
て、市立病院に対する調整額が発生した理由などについての質疑がありました。
　自由討議において、市立病院に対する市側の協力体制も年度末になって支援するの
ではなく、当初予算時から計画的に支援していくべきなどの意見がありました。
　なお、資金不足および収支状況の改善計画を
早々にまとめること、改善計画の進捗をチェック
し対応できる体制を一

い ち

丸
が ん

となって整備すること、
改善計画の内容および進捗について、時期を逸

い っ

す
ることなく議会に報告することを求める附

ふ

帯
た い

決
け つ

議
ぎ

を付すことを決定しました。

全員一致

可決
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令和２年度水道・下水道事業会計予算を可決

水道予算の概要　収益的収支では、水道事業収益48億 490 万 5 千円、水道事業費用51

億3,698万 9 千円、差し引き 3 億3,208万 4 千円の赤字です。また、資
し

本
ほ ん

的
て き

収
しゅう

支
し

では、資

本的収入19億8,900万 1 千円、資本的支出32億9,742万 3 千円、差し引き13億 842 万 2 千

円の不足で、損
そ ん

益
え き

勘
か ん

定
じょう

留
りゅう

保
ほ

資
し

金
き ん

等で補
ほ

填
て ん

するものです。主な建
け ん

設
せ つ

改
か い

良
りょう

事
じ

業
ぎょう

は、管路更

新事業 8 億7,400万円、基
き

幹
か ん

施
し

設
せ つ

耐
た い

震
し ん

化
か

事
じ

業
ぎょう

3 億5,435万円、新庁舎建設事業 1 億5,834万

円などです。

主な審議内容　収益的収支差
さ し

引
ひ き

が 2 年連続赤字ということだがなぜか、また今後の見

込みは。最終的には水道料金の値上げも視野

に入れていかざるを得ないと思うが、どう考

えているのか。上
じょう

下
げ

水
す い

道
ど う

事
じ

業
ぎょう

審
し ん

議
ぎ

会
か い

では水道

料金の値上げの件や財政についてどんな話に

なっているか。市内の導
ど う

水
す い

管
か ん

や送水管、配
は い

水
す い

管
か ん

などの老朽管の実態はどうか。管
か ん

路
ろ

の耐震

化の進捗はどうか。水道管の破裂事故が本市

で起こらないか。災害時の取り組みや対策は、

などの質疑がありました。　

下水道予算の概要　収益的収支では、下水道事業収益46億1,899万 1 千円、下水道事業

費用42億9,010万 3 千円、差し引き 3 億2,888万 8 千円の黒字です。また、資本的収支で

は、資本的収入12億8,315万 7 千円、資本的支出34億4,923万 7 千円、差し引き21億6,608

万円の不足で、損益勘定留保資金等で補填するものです。主な建設改良事業は、公
こ う

共
きょう

下
げ

水
す い

道
ど う

建
け ん

設
せ つ

改
か い

良
りょう

事
じ

業
ぎょう

（雨
う

水
す い

整
せ い

備
び

）4,100万円、公共下水道建設改良事業（汚
お

水
す い

整
せ い

備
び

） 5

億 495 万円などです。

主な審議内容　予算に計上している小林雨
う

水
す い

幹
か ん

線
せ ん

の函
か ん

渠
き ょ

布
ふ

設
せ つ

工事はどんな工事か。水

洗便所改造資金貸付金とは、市内の山手のほうで下水道につなぐためポンプアップし

ているところがあり、そのポンプアップの機材が老朽化したときに改修する補助金や

貸付金ということか。ポンプアップ設備が老朽化して取り換える必要がある場合どう

なるのか。災害時の取り組みや対策は、などの質疑がありました。

全員一致

可決
いずれも

水道管更新（耐震化）工事の様子
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請
　
　
願

３
月
定
例
会
で
は
、
２
件
の

請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

外
国
人
労
働
者
の
労
働
環
境
・

生
活
支
援
・
教
育
支
援
の
充
実

を
求
め
る
請
願
（
概
要
）

請
願
の
趣
旨

国
は
昨
年
新
た
に
「
特
定
技

能
制
度
」
を
設
け
、
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を
重
要

政
策
と
し
ま
し
た
。「
移
民
政
策

は
と
ら
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、

日
本
で
働
く
外
国
人
は
昨
年
10

月
末
時
点
で
１
６
５
万
８
８
０

４
人
で
、
１
年
前
よ
り
約
19
万

８
千
人
（
13
・
６
％
）
増
え
、

７
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
低

賃
金
・
違
法
な
過
酷
労
働
・
人

権
侵
害
な
ど
数
多
く
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
「
技
能

実
習
生
」
が
前
年
よ
り
約
７
万

５
千
人
増
え
、
全
体
の
４
分
の

１
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
人
権
を
守
り
、
外

国
人
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
弱
い
立
場
の
者
が

抱
え
る
問
題
に
取
り
組
む
、
と

い
っ
た
根
本
原
則
に
立
ち
、
こ

の
困
難
な
課
題
に
企
業
も
行
政

も
議
会
も
、
そ
し
て
私
た
ち
地

域
住
民
が
一
つ
に
な
っ
て
克
服

し
て
い
く
道
筋
を
つ
け
て
い
く

こ
と
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
に
対
し
、
次
の
項
目
を
求
め

る
も
の
で
す
。

請
願
の
項
目

１　

外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
従
業
員
50
人
以
上
の
事

業
所
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
。
（
国
別
、
在
留
資
格
別

人
数
な
ど
）

２　

事
業
所
を
対
象
と
し
た
外

国
人
労
働
者
に
対
す
る
人
権
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
講
演
会
、
学
習
会
、
研
修
会

な
ど
）

３　

外
国
人
労
働
者
の
生
活
支

援
・
日
本
語
教
育
支
援
の
充
実

を
は
か
る
こ
と
。

�

（
趣
旨
採
択
・
全
員
一
致
）

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
の

実
現
に
向
け
て
の
請
願
（
概
要
）

請
願
の
趣
旨

障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
、
住
居
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
、
充
実
し
た
医
療
や
就

労
の
場
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。　

し
か
し
、
現
実
は
親
亡
き
あ

と
の
生
活
の
場
の
確
保
や
、
社

会
と
の
摩
擦
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

が
解
消
し
づ
ら
い
、
職
場
も
人

員
削
減
の
中
、
次
々
と
仕
事
内

容
が
変
わ
る
な
ど
、
障
が
い
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
悪
化
す
る

一
方
で
す
。

宝
塚
市
障
害
福
祉
計
画
・
宝

塚
市
障
害
児
福
祉
計
画
の
基
本

的
理
念
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

市
に
対
し
、
次
の
項
目
を
求
め

る
も
の
で
す
。

請
願
の
項
目

１　

親
亡
き
あ
と
の
生
活
の
場

の
確
保
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も

自
立
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
担
保
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
何
よ
り
、
社
会
で
自
立

し
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
学
校

教
育
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

市
立
病
院
に
、
障
が
い
者

医
療
に
で
き
る
限
り
詳
し
い
医

師
と
Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）
の

配
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

３　

障
が
い
者
の
ス
ト
レ
ス
解

消
に
つ
な
が
る
場
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

４　

原
動
機
を
用
い
る
身
体
障

が
い
者
用
の
車
い
す
は
、
バ
ス

に
乗
車
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
バ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
際
に
は
、
乗
車
可
能
に
な

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

５　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
や

長
期
就
労
に
つ
な
が
る
労
働
政

策
を
具
現
化
し
、
事
業
者
に
も

啓
発
等
積
極
的
に
働
き
か
け
て

く
だ
さ
い
。

�

（
趣
旨
採
択
・
全
員
一
致
）

令和 2 年度宝塚市病院事業会計予算を可決

概要　収益的収支では、収入総額 132 億9,132万 4 千円、支出総額 132 億9,013万 2 千円、

差し引き 119 万 2 千円の黒字です。また、資本的収支では、収入総額11億9,989万 8 千

円、支出総額18億9,749万 3 千円、差し引き 6 億9,759万 5 千円の不足で、当年度分損益

勘定留保資金等で補填するものです。

主な審議内容　施政方針にある将来の医
い

療
りょう

供
きょう

給
きゅう

体
た い

制
せ い

とは具体的にどういうものかとの

問いに対し、後期高齢者が増えていく中で、市内の民間病院を含めて、今後どのよう

に地域医療を行っていくのか、また市立病院の建て替えに当たっては、病
びょう

床
しょう

数
す う

や病院

機能をどうしていくか早急にまとめていきたいとの答弁がありました。その他、公立

病院の経営バランス、全体的な経営改善計画の策定、病院経営についてのアドバイザ

ーの任命、市外の病院との広
こ う

域
い き

連
れ ん

携
け い

の方向性、病院の経営改善に向けた市と病院の連

携、収
しゅう

益
え き

増
ぞ う

加
か

策
さ く

にある入院や手術に重きを置いた外来診療時間の見直しなどについて

の質疑がありました。

全員一致

可決
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意
見
書
・
決
議

３
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書

案
お
よ
び
決
議
案
が
１
件
ず
つ

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策

を
求
め
る
意
見
書

送
付
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
か
か
る
財
源
確
保
に

向
け
、
不
急
な
事
業
の
見
直
し

を
求
め
る
決
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－�

19
）
は
、

世
界
各
地
に
拡
大
し
、
多
く
の

死
者
・
感
染
者
が
発
生
し
て
お

り
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公

衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」
と
し

て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
す
る

な
ど
、
国
際
的
な
脅
威
と
な
っ

て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
感
染

者
が
増
加
す
る
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

に
お
い
て
、
学
校
園
に
お
け
る

全
国
一
斉
の
臨
時
休
業
を
要
請

さ
れ
る
な
ど
感
染
拡
大
の
抑
制

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
未

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。
さ
ら
に
様
々
な
経
済
活
動

の
自
粛
に
よ
り
、
深
刻
な
ダ
メ

ー
ジ
が
出
て
き
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
市
内
事
業

者
が
受
け
る
経
済
損
失
は
非
常

に
大
き
な
も
の
と
予
想
さ
れ
、

市
民
生
活
に
お
い
て
も
健
康
不

安
や
経
済
的
困
窮
の
実
態
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
一
刻
も
早
い

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
は
数

年
来
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
あ
り
、
３
月
に
策
定
さ
れ
た

財
政
見
通
し
で
は
財
政
調
整
基

金
の
さ
ら
な
る
取
り
崩
し
や
行

革
取
組
後
で
も
今
後
５
カ
年
の

収
支
不
足
額
を
37
・
７
億
円
と

見
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

流
動
的
か
つ
不
透
明
で
あ
り
、

そ
の
影
響
に
よ
る
本
市
の
歳
入

の
減
少
、
対
応
策
と
し
て
の
予

期
せ
ぬ
歳
出
の
発
生
な
ど
に
よ

り
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況

と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
の
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
緊
急
性
、
重
要
性
を

精
査
・
検
証
し
、
事
業
の
見
直

し
を
行
う
な
ど
慎
重
な
予
算
執

行
を
求
め
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
か
か
る
取
り
組
み
の
財
源
確

保
に
向
け
た
補
正
予
算
の
編
成

等
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
決
議
す
る
。

その他の賛否が全員一致した議案等

宝塚市一般職の職員の給与に関する条例及び宝塚市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　　決

地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
宝塚市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について
宝塚市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
障害者等の「障害」の表記を改めることに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
宝塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市建築事務及び住宅事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市消防団条例及び宝塚市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について
権利の放棄について（２件）
和解することについて
兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
市道路線の認定について（５件）
市道路線の全部廃止について
令和元年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第４号）
令和元年度宝塚市特別会計農業共済事業費補正予算（第３号）
令和元年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第４号）
令和元年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第３号）
令和元年度宝塚市特別会計平井財産区補正予算（第１号）
令和元年度宝塚市特別会計川面財産区補正予算（第１号）
令和元年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算（第１号）
令和元年度宝塚市病院事業会計補正予算（第４号）
宝塚市公平委員会の委員選任につき同意を求めることについて

同　　意
宝塚市監査委員の選任につき同意を求めることについて
人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 適　　任

その他
結果

※放課後児童クラブにおける待機児童の受け入れ先の早期拡充についての陳情は、文教生活常任委員会で審査
し、採択されました。
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宝
塚
市
議
会
で
は
、
議
会
の

調
査
・
研
究
活
動
の
一
環
と
し

て
、
他
の
自
治
体
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
先
進
的
な
事
例
を
調

査
し
、
市
へ
の
提
案
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
議
会
運
営
委
員
会

が
新
潟
県
上
越
（
じ
ょ
う
え
つ
）

市
と
妙
高
（
み
ょ
う
こ
う
）
市

を
視
察
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
議
員
が
ご
報
告
し
ま
す
。

１
月
27
日　

上
越
市

城
下
町
・
高
田
や
直
江
津
港

で
知
ら
れ
る
上
越
市
は
、
全
国

最
多
の
14
市
町
村
合
併
に
よ
り

誕
生
。
現
在
は
、
人
口
約
19
万

人
の
中
核
中
枢
都
市
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。

同
市
議
会
の
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
、
大
規
模
災
害
時
の
議
員

の
行
動
指
針
等
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
議

会
に
対
す
る
印
象
や
意
見
を
よ

り
よ
い
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ

る
も
の
。
議
会
の
「
見
え
る
化
」

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
同
市
議

会
の
モ
ニ
タ
ー
は
30
人
。
月
１

回
・
計
５
回
の
会
議
で
議
会
報

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
傍
聴
し
た

議
会
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。

「
膝
詰
め
で
各
地
域
の
話
題
を

伺
え
、
市
全
体
の
問
題
に
も
気

づ
け
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ

ル
ブ
メ
ン
ト
の
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
と
議
会
運
営
委
員
長
。

導
入
に
先
駆
け
て
、
無
作
為
抽

出
し
た
市
民
５
０
０
人
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
た

そ
う
で
す
。　
　
　

（
寺
本
）

１
月
28
日　

妙
高
市

妙
高
市
は
新
潟
県
の
南
西
部

に
位
置
す
る
妙
高
山
麓
に
広
が

る
自
然
と
人
が
調
和
し
た
美
し

い
ま
ち
で
あ
り
、
人
口
３
万
２

千
人
余
、
議
員
定
数
は
18
人
で

す
。
２
０
０
９
年
か
ら
議
会
改

革
に
取
り
組
ま
れ
、
議
会
基
本

条
例
の
運
営
を
「
議
会
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
着
実
に
執

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
活
用
方
法
や
閉
会
中
の
所
管

事
務
調
査
等
に
つ
い
て
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
運

営
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
行

わ
れ
、
他
に
規
定
は
定
め
て
お

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。
改
正
等

は
議
会
運
営
委
員
会
で
検
討
し
、

全
員
協
議
会
で
説
明
周
知
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
変
分
か
り
や
す

く
、
改
選
後
の
新
た
な
議
会
運

営
時
に
有
益
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
議
会
閉
会
中
の
委
員
会
所

管
事
務
調
査
の
内
容
や
、
委
員

会
視
察
の
際
に
行
わ
れ
る
議
場

で
の
委
員
長
報
告
、
議
会
報
告

会
と
同
時
に
行
わ
れ
る
テ
ー
マ

を
決
め
た
意
見
交
換
会
等
の
説

明
を
受
け
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
変
参
考
に
な
っ
た

の
は
「
近
隣
市
議
会
と
の
連
携
」

で
す
。
妙
高
市
で
は
近
隣
の
２

つ
の
市
議
会
と
連
携
交
流
さ
れ
、

研
修
や
勉
強
会
を
全
議
員
参
加

で
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
観
光

や
経
済
な
ど
共
に
検
討
す
る
機

会
は
、
広
域
的
な
課
題
解
決
に

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

ぜ
ひ
宝
塚
市
議
会
で
も
近
隣
市

議
会
に
呼
び
か
け
た
い
と
考
え

ま
す
。�
（
浅
谷
）妙高市の議会改革とは

先
進
市
に
学
ぶ

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察
報
告

市
議
会
で
は
２
月
14
日
、
市

議
会
議
場
に
お
い
て
「
議
場
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
10
回
目
を
迎
え
る
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎
年
３
月

定
例
会
初
日
の
本
会
議
開
会
前

に
開
催
し
、
「
音
楽
の
ま
ち
宝

塚
」
な
ら
で
は
の
時
間
を
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
出
演
者
は
、
宝

塚
市
在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
・
上
山
美
弥
子
（
う
え

や
ま
・
み
や
こ
）
さ
ん
。

そ
し
て
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

西
岡
知
子
（
に
し
お
か
・

と
も
こ
）
さ
ん
。

　

「
早
春
賦
」
「
ど
こ
か

で
春
が
」
「
す
み
れ
の
花

咲
く
頃
」
「
愛
の
讃
歌
」
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ
ャ
ッ

ツ
」
よ
り
〝
メ
モ
リ
ー
〟
な
ど

計
８
曲
が
披
露
さ
れ
、
朝
の
ひ

と
と
き
、
議
場
は
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

議
場
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
終

了
後
に
本
会
議
を
開
催
。
中
川

智
子
市
長
の
施
政
方
針
演
説
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議場
コンサート

「
上
山
　
美
弥
子

　
　
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

市
民
と
議
員
が
共
に
学
び
市

政
の
課
題
に
理
解
を
深
め
る
た

め
、
議
場
に
て
２
月
10
日
、
議

会
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ー
ト

は
希
望
～
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
生
ま
れ
る
未
来
～
」。

４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
市
立

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す

方
向
性
に
つ
い
て
、
館
長
予
定

者
の
加
藤
義
夫
（
か
と
う
・
よ

し
お
）
さ
ん
と
開
設
準
備
室
の

髙
満
津
子
（
こ
う
・
み
つ
こ
）

さ
ん
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
宝
塚
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン
ド
、
宝
塚
ガ
ー
デ
ン

フ
ィ
ー
ル
ズ
の
記
憶
を
継
承
し
、

美
術
館
で
は
な
く
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
し
て
新
し
い
宝
塚
文
化

創
造
を
め
ざ
し
、
市
民
と
共
に

創
り
あ
げ
る
施
設
で
あ
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
、
そ
の
将
来
像
と

課
題
を
共
有
す
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

報告

議
会
講
演
会
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令
和
２
年
２
月
７
日
（
金
）、

宝
塚
市
議
会
議
事
堂
に
お
い
て
、

第
９
回
宝
塚
市
議
会
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
市
内
で
防
災
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
６
団

体
、
28
名
の
皆
さ
ま
と
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
の
冒
頭
で
、
宝

塚
市
都
市
安
全
部
の
山
中
毅
危

機
管
理
監
よ
り
、
本
市
の
災
害

と
被
害
想
定
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

参
加
団
体

◇
宝
塚
市
末
成
小
学
校
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
す
え
な
り
」

◇
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
末
広
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
末
広
」

◇
宝
塚
第
一
小
学
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会

◇
宝
塚
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
「
宝
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
（
川
面
地
区
自
主
防
災

会
）
」

◇
宝
塚
市
長
尾
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
「
ふ
れ
あ
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
長
尾
」

◇
社
会
福
祉
法
人　

愛
和
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

宝

塚
あ
い
わ
苑

意
見
交
換
の
概
要

１
班市

か
ら
自
治
会
に
対
し
て
依

頼
さ
れ
る
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
、
予
算
の
裏
付
け
が
な
い
こ

と
や
、
避
難
所
と
な
る
小
学
校

の
鍵
の
管
理
方
法
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。
水
害
時
の
一

時
避
難
所
の
こ
と
。
民
間
施
設

へ
の
避
難
と
、
そ
の
協
議
へ
の

市
の
協
力
、
災
害
時
要
援
護
者

の
安
否
確
認
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

２
班防

災
キ
ャ
ン
プ
や
防
災
ス
イ

ッ
チ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

防
災
訓
練
な
ど
へ
の
参
加
者
の

固
定
化
と
高
齢
化
、
非
自
治
会

員
へ
の
周
知
伝
達
、
若
年
層
や

関
心
が
低
い
層
へ
ど
う
参
加
を

促
す
か
。
水
害
に
対
す
る
備
え

や
住
む
場
所
で
想
定
す
る
災
害

が
異
な
り
、
地
域
間
で
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

３
班避

難
所
の
開
設
時
に
ご
み
の

回
収
は
ど
う
す
る
の
か
、
障
が

い
者
や
病
人
の
避
難
方
法
や
、

避
難
所
で
一
般
の
人
が
ト
リ
ア

ー
ジ
を
行
っ
て
よ
い
の
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
や
、

避
難
所
の
鍵
の
管
理
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し

た
。

４
班想

定
外
の
災
害
に
つ
い
て
、

特
に
水
害
に
対
し
て
の
危
機
感

を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
訓
練
を
行

っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
今
後
、

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
福

祉
避
難
所
の
新
設
の
必
要
性
や
、

避
難
所
が
基
準
を
満
た
し
て
い

る
の
か
。
現
役
世
代
や
若
い
世

代
に
ど
う
参
加
し
て
も
ら
う
か

な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
が
交
換

さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

参
加
者

・
他
の
地
域
で
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
有
意
義
だ
っ
た

・
十
分
に
問
題
点
を
指
摘
、

提
言
で
き
ず
少
々
不
満

が
残
る

・
時
間
が
足
り
な
か
っ
た

・
次
に
つ
な
が
る
意
見
交

換
会
に
な
る
こ
と
を
希

望
す
る

傍
聴
者

・
福
祉
避
難
所
を
増
や
し

て
ほ
し
い

・
同
一
テ
ー
マ
で
意
見
交

換
を
継
続
し
て
ほ
し
い

・
現
実
の
場
面
で
誰
が
指

揮
を
と
る
の
か
不
安
が

残
る

テーマ
防災の取り組みについて

宝塚市議会
意見交換会

第9回

１班２班

３班

４班
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6
月
定
例
会
の
日
程

最後までお読みいただき
ありがとうございます。

誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1 番 1 号
TEL  0797-77-2168（直通）
FAX  0797-74-6902

　議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。
　発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　 （ 9 時～19時まで）

◆
他
市
議
会
の
広
報
活
動
を
調

査
研
究
し
、
宝
塚
の
議
会
報
告

会
と
意
見
交
換
会
の
在
り
方
や
、

み
な
さ
ん
の
興
味
を
引
く
よ
う

な
議
会
広
報
誌
の
表
紙
等
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次

期
に
進
展
で
き
る
よ
う
、
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
お
声
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ね
_̂̂
（
大
島
）

◆
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し
な
が

ら
も
こ
の
間
、
私
た
ち
市
議
会

は
議
会
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

年
度
末
に
あ
た
る
３
月
は
市
の

予
算
な
ど
大
事
な
議
案
が
た
く

さ
ん
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

で
「
か
け
は
し
」
を
お
届
け
し

ま
す
。　
　
　
　
　

（
横
田
）

※
議
会
報
か
け
は
し
定
例
会
号

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

次
号
は
、
令
和
２
年
８
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

６月 ５月
29日 26日 25日 19日 18日 1７日 16日 15日 5日 4日 3日 2日 1日 29日 28日 25日 22日
月 金 木 金 木 水 火 月 金 木 水 火 月 金 木 月 金
本
会
議
（
予
備
日
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

一
般
質
問
（
予
備
日
）

一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
②
（
予
備
日
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
②

文
教
生
活
常
任
委
員
会
②

総
務
常
任
委
員
会
②

産
業
建
設
常
任
委
員
会
①

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会
①

文
教
生
活
常
任
委
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会
①

総
務
常
任
委
員
協
議
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

このメンバーで１年間、議会報かけはしを編集しました！

広報広聴委員会委員
後列右から　村松あんな、
川口　潤、横田まさのり
前列右から　○風早ひさお、
◎三宅浩二、大島淡紅子
（◎委員長〇副委員長）

令
和
２
年
３
月
１
日
に
兵
庫

県
下
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
発
生
を
受
け
、「
宝

塚
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
危
機
対
策
本
部
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
は
こ
れ
に
協
力
す
る

た
め
、
翌
３
月
２
日
に
、
宝
塚

市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

「
宝
塚
市
議
会
危
機
対
策
支
援

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
支
援
本
部
の
役
割
】

議
員
か
ら
市
民
へ
の
正
確
な

情
報
発
信
の
た
め
、
市
の
現
状

や
対
策
に
つ
い
て
の
情
報
集
約

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
予
算
や
条
例
を

議
決
す
る
役
割
を
担
う
議
会
の

運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

議
員
や
職
員
の
感
染
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
支
援
本
部
会
議
開
催
状
況

（
４
月
９
日
時
点
）
】

第
１
回
会
議
（
３
月
２
日
開
催
）

第
２
回
会
議
（
３
月
９
日
開
催
）

第
３
回
会
議
（
３
月
10
日
開
催
）

第
４
回
会
議
（
４
月
９
日
開
催
）

【
市
議
会
の
主
な
取
り
組
み
】　

〇
本
会
議
場
、
委
員
会
室
等
の

入
り
口
に
消
毒
液
を
設
置
し
、

入
室
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用

〇
換
気
し
に
く
い
会
議
室
の
使

用
を
中
止

〇
予
算
特
別
委
員
会
で
密
集
を

避
け
る
た
め
の
対
策
を
実
施

・
文
書
に
よ
る
質
疑
に
変
更
す

る
こ
と
で
、
委
員
会
開
催
を

3
日
間
削
減

・
総
括
質
疑
で
は
広
い
ス
ペ
ー

ス
が
と
れ
る
議
場
へ
場
所
を

変
更
し
、
入
室
す
る
市
職
員

の
人
数
を
限
定

・
委
員
会
の
傍
聴
を
中
止
す
る

代
わ
り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
実
施

〇
市
議
会
主
催
行
事
の
中
止

・
議
会
報
告
会
（
３
月
定
例
会

分
）

・
意
見
交
換
会
（
８
月
実
施
予

定
分
）

市
議
会
は
、
日
々
変
化
す
る

状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
議
員

や
市
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
声
を
、
市
当
局
へ
随
時
届

け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、

市
と
連
携
、
協
力
し
、
適
切
な

対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

宝
塚
市
議
会
危
機
対
策
支
援
本
部
を
設
置

宝塚市議会危機対策支援本部会議の様子

６
月
定
例
会
の

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

各
定
例
会
後
に
実
施
し
て
い

る
議
会
報
告
会
で
す
が
、
６
月

定
例
会
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
が
不

明
な
た
め
、
現
時
点
で
の
実
施

に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

実
施
の
有
無
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。


